















  Japanische Übersetzung und realgeschichtliche und ideengeschichtliche Kommentare zu 
Hegels Fragmenten einer Kritik der Verfassung Deutschlands (Fortsetzung): Die ganze 
Übersetzung besteht aus drei Teilen oder Übersetzungen der drei Fragmente. Im ersten Teil 
handelt es sich um den rechtlichen Grund der Staatlichkeit von Deutschland. Hier will Hegel 
in einem sehr kurzen Fragment diejenige Untrennbarkeit von Staatsrecht und Privatrecht in 
der deutschen Rechtsverfassung ans Licht bringen, die die richterliche Gewalt entmachtet hat. 
Im zweiten Teil kritisiert er die Finanzlosigkeit des deutschen Reichs, die seine Kriegsmacht 
außer Kraft setzt oder eine Reichsarmee unmöglich macht. Schließlich ist die Hauptaufgabe 
des letzten Teils die Darstellung und Analyse vom geschichtlichen Prozess, in dem sich der 
„Übergang vom Zustande der offenbaren Gewalt in den Zustand der berechneten Gewalt“ 
gemacht hat, worin Hegel ein ehemaliges und knappes Zustandekommen der Staatlichkeit in 


































か れ て い る。 帝 国 裁 判 所〔 帝 国 最 高 法 院（Reichskammergericht） と 帝 国 宮 内 法 院
（Reichshofgericht）〕 7） は，市民的係争にとっても国法にとっても最上位の上訴審裁判所なのであ
る。 後 者〔 国 法 〕 に 関 し て 帝 国 裁 判 所 の 司 法 権 力 の〔 管 轄 〕 範 囲 は， 仲 裁 裁 判
100 ヘーゲル著『ドイツ国制論』草稿断片　訳と註
（Austrägalinstanzen）によって狭められる。〔仲裁裁判とは，〕国法〔に関わる係争〕を一層高次













































〔例えば，〕法の理論 11） に従えば，様々な等族〔所属〕の 20 名からなる前哨が分遣される時は，
本来，〔その分遣隊には〕20 名の自前の兵站部隊〔例えば〕パン職人等が必要となるという。

















































































































































































あり，彼の時代は，普遍的なもの ― 国家，国家の権力 ― の概念からは全く遠ざかっていたの
である。〔事実，〕皇帝は自分の収入を〔所有物として〕売っていた。しかも，もっと理解し難い
























































































































































































想 ―」，京都外国語大学『研究論叢』第 56 号，2001 年。
2 ）zusammenwirken は自動詞であるから，不完全な文章である。補足の仕方は一通りではないが，














国の 2 つの最高裁判所（1495 年から 1806 年）：歴史・研究・展望」，北大法学論集 64（4），
2013 年が参照されるべきであろう。
8 ）文法的には als PrivatSachen を比較級 höher に対応すると解することも可能である。即ち，
「私的問題よりも一層高次の水準で」と解釈することも可能である。然し，続く文脈を勘案し
て斯様に訳す。
9 ）einer Art von ... を eine Art von ... の誤記と解釈する。即ち，die Austrägalinstanzen と eine Art 
von ... とを同格と解釈する。
　　　尚，仲裁裁判の位置付けに関しては，本文の記述で略尽くされている。その歴史的経緯に就
て は， 以 下 の 記 載 で 全 体 的 見 通 し が 与 え ら れ て お り， 背 景 理 解 に 有 益 で あ る。





と。Handwörterbuch zur Deutschen Rechtsgeschichte, 4. Bd., 1990, S.1386ff.
10）Lorbeeren. ここでは戦争の勝利を象徴している。
11）曖昧な表現であるが，具体的には恐らく 1681/82 年の帝国軍制 Reichskriegsverfassung を指示
しているものと推測される。この問題に関する邦語文献としては，以下が詳しい。求馬久美子
「1681/82 年「帝国軍制」について：17 世紀後半のドイツにおける帝国防衛体制」，北海道大
学文学部西洋史研究室『西洋史論集』第 1 巻，1998 年，34 頁以下。但し，テキストの記述の
資料源泉は不明。少なくとも Johann Stephan Pütter, Historische Entwicklung der heutigen 
Staatsverfassung des Teutschen Reichs ではない。
12）1521 年 Worms で開催された帝国議会で定められた帝国台帳は，帝国の終焉まで，帝国クライ
ス制度に基づく帝国軍の編成とその財政的基礎となる帝国税の徴収とのための基準とされた。





和条約（Instrumentum Pacis Osnabrugense）であれば，第 8 条第 2 項に当該の文言は登場す
る。Quellen zum Verfassungsorganismus des Heiligen Römischen Reiches Deutscher Nation 
1495-1815, hrsg. v. Hanns Hubert Hofmann, Wissenschaftliche Buchgesellschaft Darmstadt, 
1976, S.188f.









19）対仏同盟戦争でネーデルラント連邦共和国が敗北し滅亡した後 1795 年 1 月 19 日から 1806 年
6 月 5 日までオランダに存在した国家。
20）ナポレオンのイタリア遠征によって占領された北イタリアに設立された国家。1797 年 6 月 29



















帝 国 1495 － 1806』 岩 波 書 店，2005 年，84 頁 以 下。Vgl. Hermann Conrad, Deutsche 
Rechtsgeschichte, Bd.2, 1966, S.123, 135. 同書には，金額決定の仕組みと具体的な金額が示され
ている。因みに，それらに拠れば，騎士一人に付き，12 グルデン，歩兵一人に付き，4 グルデ
ン を 要 し た。Zedler に 拠 れ ば，„römer-monat....ist eine reichs-anlage und collecte in 
Deutschland, nach welcher dasjenige, was jeder reichs-stand bedürffen fall contribuiren muß, 
gerechnet wird, und beträget, was die gesammten kreise vor einen römer-monat erlegen müssen, 
2681 mann zu pferde und 12795 mann zu fuß, oder an gelde 83964 kayser-gulden.“ Johann 
Heinrich Zedlers Grosses vollständiges Universal-Lexicon aller Wissenschaften und Künste 
1731-1754, Bd. 32, S.344.
25）1797 年 12 月 9 日。Vgl. Sammlungen der Akten des Reichsfriedens=Congresses zu Rastadt. 










Rothschuh, Zur Geschichte der Pathologie des Blutes, insbesondere zur Lehre von den Schärfen, 
Krasen und anderen Fehler n der Säfte. Zugleich ein Beitrag zur Geschichte der 
Humoralpathologie zwischen 1750 und 1850. Sudhoffs Archiv 35, 1942, S.293-311.
30）ハプスブルグ家は，古くは，スイス北部から独仏国境アルザス地方に至る地域を支配していた。
11 世紀には，現在のスイス北部 Aargau 州辺りを本拠地としていた。ヘーゲルの文章は，1415
年にハプスブルグ家に対して宣告された帝国アハト刑を執行するスイス誓約同盟が Aargau を
占領して事実上自らの領地に組み入れ翌 1416 年にそれをハプスブルグ家から購入するに至っ 
た経緯を指示しているものと思われる。
31）Pütter, op. cit., S.22f. 金子訳の訳注に，Pütter の記載に基づく事実関係の解説が与えられている。
金子武蔵訳『ヘーゲル政治論文集　上』岩波書店，1967 年，211 頁以下。但し，Pütter が言及
















36）茲での記述が，市民と対立した司教 Christoph Bernhard von Galen が 1661 年に市を占領しそ
の権利を剥奪した事件を指しているとすれば，「前世紀に（im vorigen Jahrhundert）」という
表現は 17 世紀を指していることになり，そこから必然的に，この草稿の執筆時期が 1801 年よ
り以前であることが導かれてくる。しかし，この結論は，全集版編集者の考証とは一致しない。
彼等は，早くても 1801 年 2 月以降，恐らく 1801 年夏に執筆されたものと推測しているからで







として（als Bundesgenosse eines fremden Staates）」に対応する事実を見出し得ない点である。




（戦争）（1609－1614）の間違い。ユーリッヒ＝クレーウェ＝ベルクの Johann Wilhelm が 1609
年に死去した後に，その領地の継承権を巡って，ブランデンブルク家の Johann Sigismund 公




38）バイエルン選帝侯 Maximillian III. Joseph が 1777 年に死去した後に，その領地を継承したプ
ファルツ選定侯 Karl IV. Philipp Theodor のバイエルンへの無関心に乗じてバイエルンに侵入
した神聖ローマ帝国皇帝 Joseph II. と，それに反対するプロイセン王 Friedrich II. との間の戦
争（1778－1779）。この戦争では，実戦の行なわれた期間は短く，10 カ月にも亙って Friedrich 
II. と皇帝の母 Maria Theresia との間で外交交渉が行なわれた。その間，兵士が戦争をするの
ではなくジャガイモを掘っていただけ，と云う意味で，「じゃがいも戦争」と揶揄された。
39）Pütter, op.cit., Bd 2, S.327 の以下の記述を殆どそのまま援用している。„In den Jahren 1699. 
1707. und 1710. giengen auch schon drey von des Herzog Ernsts Söhnen ohne Nachkommen ab, 
wodurch deren Antheile Coburg, Eisenberg und Römhild erlediget wurden. (Erst nach diesen 
Streitigkeiten sind hernach durch neue Verträge insonderheit im Jahr 1735., nachdem nicht 








手を引いてしまった。事件の直接的経過については，Hegelʼs political writings, Oxford 1964, 
p. 186 に附された T. M. Knox の註に詳しいが，背景に在る歴史的文脈については，Pütter, 
op.cit., Bd 3, S.166ff. に詳しい説明が見出される。
41）プロイセン王国を指す。





45）ルターによる宗教改革が始まった時代を背景に 1522 年から 1523 年にかけてフランケン地方を






47）„bei dem Reichsverband das ein Mittelglied ausmacht“ Reichsverband は正しくは男性名詞であ
る。一行下の文章でも中性名詞と看做されている。
48）フィレンツェ共和国のような有力な国家の支配の下に置かれたことを指す。
49）ヴェネツィア共和国を指す。ヴェネツィア共和国は，1796 年から 1797 年にかけてイタリア北
部を舞台としてフランスとオーストリアとの間で行われたイタリア戦役の中で，1797 年末に










な 点 を 含 め， フ ェ ー デ に つ い て の 標 準 的 理 解 は， 以 下 に 於 て 与 え ら れ て い る。





とに成功した」（『西洋中世史事典』155 頁）が，そのことは帝国の国制 Verfassung が確立さ
れたことを意味しない，ドイツ帝国のアナーキー状態は続いている，と云うヘーゲルの歴史理
解が茲で提示されている。註 1 で言及した歴史理解との整合性が問題となる。
54）1801 年 2 月 9 日にリュネヴィルでフランスと神聖ローマ帝国との間で締結された講和条約を






ある。Karl Otmar von Aretin, Das Alte Reich 1648-1806, Bd. 3, 1997, S.502ff. 更には，同書 623
頁の註 30 での記載にも，G. Walter の研究への言及という意味で，注意が払われなければなら
ない。Gehl Walter, Der Zusammenbruch des Heiligen Römischen Reichs deutscher Nation und 
die Problematik seiner Restauration in den Jahren 1814/15, 1980, S.43f.
　　　von Aretin が正当に指摘している通り，当該文脈に於ける歴史理解は，『ドイツ国制論』の
中で提示されている帝国国制改革案との統一に於て解釈されなければならない。この点に就い
ては，更に下記の文献も参照されなければならない。Joachim Whaley, Germany and the Holy 





















57）„durch den Landfrieden“ の前に bald を補って解釈する。他の仕方では，„bald durch das 
tiefere Interesse der Religion“ での bald を解釈することは不可能であると考えられる。
117ヘーゲル著『ドイツ国制論』草稿断片　訳と註

